
リ
ニ
ア
開
業
の
遅
れ
に
つ
い

て
３
月
、
当
時
の
金
子
社
長

が
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

品
川
～
名
古
屋
間
の
２
０
２

７
年
開
業
は
遅
れ
る
」
と
表

明
し
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
６
日
に
も
丹
羽
社
長
が
、

２
０
２
７
年
開
業
に
つ
い
て

「
静
岡
工
区
の
目
途
が
立
た

ず
困
難
、
現
時
点
で
新
た
な

開
業
時
期
を
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
述
べ
た
と
マ
ス

コ
ミ
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
は
こ
の
状
況
を
鑑
み

て
、
３
月

日
に
『
申
第

17

18

号
』
、
４
月

日
に
『
申
第

18

号
』
を
提
出
し
、
経
営
協

22議
会
開
催
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
会
社
は
、

一
方
的
に
経
営
協
議
会
開
催

事
項
で
な
い
と
主
張
し
、
組

合
と
経
営
協
議
会
を
開
催
せ

ず
、
５
月
９
日
に
窓
口
で
の

回
答
を
し
ま
し
た
。
本
部
は

「
経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

は
、
（
１
）
事
業
の
運
営
計

画
に
関
す
る
事
項
と
列
記
さ

れ
、
経
営
協
議
会
開
催
に
該

当
す
る
」
と
し
て
抗
議
し
ま

し
た
。

丹
羽
社
長
が
「
静
岡
工
区

以
外
に
も
難
し
い
工
事
が
多

く
あ
り
、
開
業
時
期
は
現
時

点
で
は
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
本
部
は
「
岐
阜
県
恵

那
市
の
第
１
、
第
２
大
井
ト

ン
ネ
ル
は
着
手
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
２
月
の

段
階
で
未
契
約
で
あ
る
。
可

児
市
の
久
々
利
ト
ン
ネ
ル
も

未
契
約
で
は
な
い
か
」
と
追

及
し
ま
し
た
。
会
社
は
「
当

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の

契
約
は
分
か
ら
な
い
」
と
、

明
確
な
回
答
を
避
け
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
「
静
岡
工

区
以
外
は
タ
イ
ト
で
あ
る
。

静
岡
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
着
手
で
き
る
目
途
が
立
っ

て
い
な
い
た
め
、
２
０
２
７

年
の
開
業
は
困
難
で
あ
る
」

と
し
て
、
静
岡
悪
者
論
に
終

始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
残
土
置
き
場
の
確

保
に
つ
い
て
、
会
社
は
「
８

割
確
保
し
た
」
と
い
か
に
も

工
事
が
順
調
で
あ
る
か
の
よ

う
に
回
答
し
た
た
め
、
本
部

は
「
ま
だ
２
割
確
保
で
き
て

い
な
い
」
と
反
論
し
、
「
岐

阜
県
等
、
重
金
属
を
含
む
残

土
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
場
所
は
、
２
割
の
中
に
入

る
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及

し
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
「
重

金
属
を
含
む
残
土
が
出
る
予

想
の
候
補
地
が
２
割
の
中
に

入
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

用
地
取
得
に
つ
い
て
、
本

部
は
「
会
社
は
経
営
協
議
会

で
用
地
取
得
は
９
割
取
得
で

き
て
い
る
と
発
言
し
た
が
ど

う
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

会
社
は
「
用
地
取
得
は

％
65

で
あ
る
。
９
割
取
得
は
名
古

屋
周
辺
の
話
で
あ
る
」
と
、

未
だ
に

％
が
未
取
得
で
あ

35

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
他
に
も
、
会
社
は
品

川
～
名
古
屋
間
の
開
業
時
期

の
目
処
、
名
古
屋
～
大
阪
間

の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
計

画
、
建
設
資
金
の
調
達
・
返

済
計
画
な
ど
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
後
に
本
部
は
、
直
ち

に
建
設
中
止
を
訴
え
ま
し

た
。

年
休
裁
判
判
決
に
つ
い
て

東
京
運
輸
所
に
勤
務
す
る

組
合
員
（
運
転
士
）
が
年
休

権
を
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
、

会
社
を
相
手
取
り
争
っ
て
い

た
、
平
成

年
（
ワ
）
第
４

29

０
０
６
３
号
及
び
平
成

年
30

（
ワ
）
第
１
７
３
８
号
損
害

賠
償
請
求
事
件
、
い
わ
ゆ
る

年
休
裁
判
東
京
訴
訟
に
つ
い

て
、
東
京
地
裁
は
３
月

日
、

27

被
告
会
社
に
対
し
て
、
会
社

に
よ
る
年
休
権
に
係
る
運
用

は
年
休
権
の
趣
旨
に
反
し
違

法
で
あ
る
と
し
て
、
原
告
に

損
害
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と

を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し

ま
し
た
。

本
部
は
４
月

日
、
判
決

18

に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
金
の

支
払
い
、
前
月

日
勤
務
発

25

表
完
全
実
施
、
要
員
不
足
の

解
消
を
求
め
る
た
め
に
、『
申

第

号
』
と
し
て
団
体
交
渉

21
の
開
催
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
会
社
は
、
頑
な
に
団
体

交
渉
事
項
で
は
な
い
と
し

て
、
団
体
交
渉
を
拒
否
し
、

５
月

日
に
窓
口
回
答
を
行

17

い
ま
し
た
。

冒
頭
本
部
は
、
団
体
交
渉

開
催
拒
否
と
、
組
合
が
書
面

で
申
し
入
れ
を
提
出
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社

は
口
頭
で
回
答
し
て
い
る
こ

５
月
３
日
、
東
京
・
有
明

防
災
公
園
に
お
い
て
「
平
和

と
い
の
ち
と
人
権
を
！
５
．

３
憲
法
集
会
実
行
委
員
会
」

が
主
催
す
る
「
あ
ら
た
な
戦

前
に
さ
せ
な
い
！
守
ろ
う
平

和
と
い
の
ち
と
く
ら
し
２
０

２
３
憲
法
大
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
大
集
会

に
は
、
市
民
・
労
働
者
な
ど

約
２
５
，
０
０
０
人
が
参
加

し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
Ｊ
Ｒ

総
連
の
仲
間
と
共
に
集
会
と

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し

た
。
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と
に
対
し
抗
議
し
ま
し
た
。

裁
判
に
関
わ
る
質
問
や
議

論
に
対
し
、
会
社
は
「
裁
判

の
話
は
し
な
い
」
と
、
不
誠

実
な
態
度
に
終
始
し
ま
し

た
。本

部
は
、
裁
判
所
が
債
務

不
履
行
と
認
定
し
た
５
日
前

勤
務
確
定
に
つ
い
て
追
及
す

る
と
、
会
社
は
「
新
幹
線
鉄

事
の
こ
と
で
あ
り
、
鉄
事
が

答
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
回

答
を
避
け
ま
し
た
。
本
部
は

「
就
業
規
則
で
は
前
月
の
25

日
に
勤
務
確
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
就
業
規
則
に

則
り
運
用
せ
よ
。
予
備
者
の

勤
務
指
定
に
つ
い
て
も
、
ま

だ
空
白
勤
務
に
な
っ
て
い

る
。
空
白
勤
務
は
な
く
せ
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
は
「
裁
判
所

は
慢
性
的
な
要
員
不
足
を
認

定
し
た
。
新
幹
線
乗
務
員
の

歳
原
則
出
向
を
復
活
さ

54せ
、
大
量
に
出
向
に
出
し
た
。

要
員
不
足
解
消
の
た
め
、
54

歳
原
則
出
向
制
度
を
解
消
し

て
乗
務
員
を
本
体
に
残
せ
」

と
追
及
し
ま
し
た
。
会
社
は

「

歳
原
則
出
向
を
復
活
さ

54
せ
て
も
、
今
年
度
は
休
日
出

勤
は
な
い
状
況
だ
。
乗
務
員

全
体
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
要
員
不
足
を
認

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
、
本
部
は
「
判
決

日
に
会
社
は
即
日
控
訴
し
た

こ
と
に
対
し
て
抗
議
す
る
。

控
訴
を
早
急
に
取
り
下
げ
、

原
告
に
対
し
て
損
害
賠
償
金

を
支
払
え
」
と
主
張
し
、
対

立
を
確
認
し
ま
し
た
。

軍拡と敵基地攻撃能力保有の

閣議決定を許さない！

２０２３憲法大集会に参加！

リ
ニ
ア
、
年
休
裁
判
判
決
の
申
し
入
れ

経
協
、
団
交
の
開
催
拒
否
の
会
社
に

抗
議
し
窓
口
回
答
受
け
る



名
古
屋
地
本
は
５
月
21

日
、
今
期
を
以
て
関
ヶ
原
町

議
会
議
員
を
ご
勇
退
さ
れ
た

楠
さ
ん
を
慰
労
す
る
た
め

に
、
囲
む
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
に
は
、
全
地
本
か
ら

多
く
の
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
集

ま
り
ま
し
た
。

楠
さ
ん
は
、
名
古
屋
地
本

委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
た

後
、
２
０
０
７
年
に
関
ヶ
原

町
議
に
初
出
馬
し
初
当
選
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、

年
間

16

に
わ
た
り
、
町
議
と
し
て
平

和
・
人
権
・
民
主
主
義
を
モ

ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
名
古

屋
地
本
荻
野
委
員
長
は
、「
議

員
生
活

年
間
、
本
当
に
ご

16

苦
労
様
で
し
た
。
こ
の
会
の

パ
ン
フ
を
作
成
す
る
に
当
た

り
、
楠
さ
ん
か
ら
１
時
間
半

く
ら
い
話
を
伺
っ
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
話
は
、

喫
茶
店
の
モ
ー
ニ
ン
グ
の
話

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話
、
更

に
、
町
長
絡
み
の
い
か
に
も

政
治
と
い
う
世
界
、
市
町
村

合
併
を
い
か
に
し
て
住
民
運

動
に
繋
げ
て
い
っ
た
か
、
そ

の
中
で
ぶ
れ
ず
に
地
域
か
ら

運
動
を
つ
く
り
上
げ
て
信
頼

を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
か
な

ど
。
議
員
活
動
の
中
に
組
合

運
動
や
組
織
づ
く
り
が
貫
か

れ
て
い
る
と
感
じ
た
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

楠
さ
ん
は
「
遠
く
か
ら
多

く
の
皆
様
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
涙
が
出
る
。

年
間
や
っ

16

て
こ
れ
た
の
は
、
仲
間
の
お

２
月
６
日
に
発
生
し
た
ト

ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
で
、

ト
ル
コ
で
約
５
５
，
０
０
０

人
、
シ
リ
ア
で
約
６
，
０
０

０
人
、
合
わ
せ
て
約
５
６
，

０
０
０
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
ト
ル
コ
で
は
、
復
興
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
テ
ン
ト
な
ど
で
避
難
生

活
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
現

在
も
２
５
０
万
人
も
い
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ト
ル
コ
へ
の
渡
航
が
制
限
さ

れ
、
脆
弱
な
医
療
環
境
の
も

と
ト
ル
コ
で
の
治
療
を
求
め

る
人
た
ち
は
困
難
な
状
況
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ア
で
大
き
な
被
害
が

出
た
北
西
部
は
、
内
戦
で
ア

サ
ド
政
権
と
敵
対
す
る
反
政

府
勢
力
が
支
配
す
る
地
域
で

す
が
、

万
人
以
上
が
家
屋

85

の
倒
壊
や
損
壊
の
被
害
を
受

け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。静

岡
地
本
は
大
地
震
後
、

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
被

災
者
支
援
カ
ン
パ
の
取
り
組

み
を
開
始
し
ま
し
た
。
組
合

員
・
Ｏ
Ｂ
・
有
志
の
皆
さ
ん

か
ら
、
２
２
，
２
７
１
円
の

カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
カ
ン
パ
金
は
、

ト
ル
コ
で
被
災
し
た
人
々
に

物
資
や
食
料
を
提
供
し
、
シ

リ
ア
北
西
部
で
移
動
診
療
や

救
援
物
資
の
配
布
を
行
っ
て

い
る
「
国
境
な
き
医
師
団

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｓ

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
」
の
緊
急
医
療
援
助
活

動
に
寄
付
し
ま
し
た
。

大
阪
台
車
検
査
車
両
所
で

働
く
社
員
は
更
衣
室
で
作
業

服
に
着
替
え
て
安
全
帽
子

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）
、
保
護
メ

ガ
ネ
、
安
全
靴
を
着
用
し
て

始
業
点
呼
場
が
あ
る
現
場
ま

で
徒
歩
移
動
し
て
点
呼
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
働
く

組
合
員
が
「
点
呼
の
移
動
時

間
は
労
働
時
間
で
あ
る
」
と

し
て
、
４
月

日
付
け
で
大

21

阪
台
車
検
査
車
両
所
長
宛
に

未
払
い
賃
金
等
請
求
書
を
郵

送
し
ま
し
た
。

１
月

日
、
大
雪
の
影
響

25

に
よ
り
新
幹
線
に
大
幅
な
遅

延
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
日
、

新
大
阪
～
東
京
間
を
一
往
復

す
る
日
勤
行
路
（
９
時

分
30

出
勤
、

時

分
退
出
点
呼
）

20

52

を
担
当
し
た
組
合
員
（
大
阪

第
二
運
輸
所
の
車
掌
）
は
、

東
京
に
６
時
間
以
上
遅
れ
て

到
着
し
、
休
憩
時
間
も
与
え

ら
れ
ず
に
新
大
阪
に
向
か
う

下
り
列
車
を
担
当
さ
せ
ら

れ
、
退
出
点
呼
後
も
１
時
間

の
待
機
を
強
要
さ
れ
ま
し

た
。当

該
組
合
員
は
、
出
先
（
東

京
）
に
お
け
る
与
え
ら
れ
な

か
っ
た
休
憩
時
間
の
賃
金
、

出
先
で
の
所
定
労
働
時
間
58

分
の
と
こ
ろ

分
し
か
与
え

26

ら
れ
ず
差
し
引
き
し
て

分
32

の
賃
金
、
退
出
点
呼
終
了
後

１
時
間
の
待
機
の
強
要
（
仕

事
が
終
了
し
て
い
る
の
に
、

あ
た
か
も
休
憩
時
間
を
与
え

た
か
の
よ
う
な
偽
装
工
作
）

さ
れ
た
時
間
の
賃
金
の
合
計

を
、
４
月

日
付
け
書
面
で
、

24

大
阪
第
二
運
輸
所
長
に
請
求

し
ま
し
た
。

（２）第４７０号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２３年（令和５年）６月１日

議員生活お疲れ様でした
名古屋地本が楠さんを囲む会開催

か
げ
。
ど
う
恩
返
し
す
る
か

考
え
て
い
る
。
選
挙
の
た
び

に
多
く
の
仲
間
に
激
励
を
受

け
て
き
た
。
国
の
政
策
に
流

さ
れ
て
は
ダ
メ
だ
。
し
っ
か

り
本
質
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
大
切
で
あ
る
。
こ

の
考
え
で
、
関
ヶ
原
町
と
い

う
地
域
の
中
で
本
質
を
訴
え

て
き
た
。
運
動
を
横
に
広
げ

る
た
め
に
悩
ん
で
議
員
を
選

ん
だ
。
今
回
議
員
を
辞
め
る

に
当
た
り
、
町
の
人
に
は
ず

い
ぶ
ん
言
わ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
平
和
で
住
み
や
す
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
活
動
す

る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
参
加
者

か
ら
、
楠
さ
ん
へ
の
激
励
と

慰
労
の
挨
拶
が
あ
り
、
囲
む

会
は
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し

た
。

憲
法
記
念
日
袋
井
市
民
の

集
い
実
行
委
員
会
が
主
催
す

る
「
第

回
憲
法
記
念
日
袋

35

井
市
民
の
集
い
」
が
５
月
３

日
、
袋
井
市
「
月
見
の
里
学

遊
館
」
う
さ
ぎ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

集
い
に
は
、
３
０
０
人
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
静

岡
地
本
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
静
岡

県
協
・
Ｏ
Ｂ
の
仲
間

名
が

20

参
加
し
、
準
備
運
営
の
一
部

を
担
い
、
静
岡
県
協
作
成
の

「
岸
田
内
閣
が
進
め
る
戦
争

が

で

き

る

国

づ

く

り

反

対
！
」
の
ビ
ラ
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
出
身
の
オ
ペ
ラ
歌
手

の
安
間
鮎
子
さ
ん
と
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
寺
田
菜
々
美
さ
ん
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
開
幕

し
、
参
加
者
全
員
で
日
本
国

憲
法
前
文
と
第
９
条
を
唱

和
、
竹
野
代
表
が
挨
拶
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
文
科
省
事
務
次

官
等
を
歴
任
さ
れ
た
前
川
喜

平
氏
よ
り
、
「
政
治
家
・
官

僚
と
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」

と
題
し
た
講
演
を
受
け
ま
し

た
。
前
川
氏
は
、
文
部
・
文

科
省
就
任
当
時
の
教
育
行
政

の
経
験
談
や
接
し
て
き
た
政

治
家
や
、
他
の
エ
リ
ー
ト
官

僚
の
憲
法
感
覚
、
安
保
法
制

や
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
の

問
題
点
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
愚
か
な
主
権
者

（
国
民
）
が
愚
か
な
政
治
家

を
つ
く
る
。
こ
の
よ
う
な
場

を
通
じ
て
、
賢
い
主
権
者
を

育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
問
題
提
起
を
行

い
ま
し
た
。

未
払
い
賃
金
を
請
求
！

大
阪
車
両
所
分
会

大
阪
運
輸
所
分
会

憲
法
記
念
日
の
集
い
で

静
岡
地
本
が
準
備
を

積
極
的
に
担
う
！

静
岡
地
本
が
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震

支
援
カ
ン
パ
を
国
境
な
き
医
師
団
に
寄
付
！


